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取付けは必ず専門業者に依頼してください。本書はご使用前に必ずお読みください。

商品名 スーパーＳＱＶⅣリターンキットプラス

用　途 自動車部品

コード No. ７１００８−ＡＤ０１１

メーカー・車種
ダイハツ ①コペン　　　　　　DBA-,3BA-LA400K
　　　　　②コペン GR SPORT　 3BA-LA400K
トヨタ　　③コペン GR SPORT　 3BA-LA400A

エンジン型式 ① ,② ,③ KF-VET

年　式
① 2014 年 6 月〜　　　　　　,② 2019 年 10 月〜
③ 2019 年 10 月〜

備　考　

○適合車両の年式は 2025 年 9月現在までのものです。
　2025 年 9月以降に登録された車両への適合については、お買上の販売店までお問い合わせください。

取説品番　E04531-D15044-00　2025/9/30 作成　Ver.3-1.05

( 禁無断複写、転載 )　(株 )エッチ・ケー・エス

●�本書は本製品を安全に取付けていただき、あなたや他の人々への危険や損害を未然に防止するために守っていただきたい注意事

項を記載しています。

●�お客様又は第三者が本製品及び付属品を誤使用したことにより受けた損害については、当社では一切その責任を負いかねます

のであらかじめご了承ください。

●�本製品を使用して生じた損害や、脱着工賃およびそれに付随する費用、また、自動車を使用することができないことによる損

失等につきましては、一切の補償はいたしかねます。

●�本製品はノーマル車両を基準に製作されております。ノーマル車両以外に取付けた場合は、本製品の機能・性能及び安全性に

ついて保証いたしかねます。

●本製品は日本国内での使用を目的に設計されたものです。

　This product is designed for use in Japan only.

●本製品の仕様は付属品を含め、改良のため予告なく変更をすることがあります。

●本書は予告なく改版することがありますので本製品と本書の整合をご確認ください。

●�消耗部品や紛失部品及び本書のご注文はお買上の販売店までお問い合わせください。部品を発注する際は、商品名・コードNo.・

車両型式・エンジン型式を注文先にお伝えください。

●�この度は HKS スーパーＳＱＶⅣリターンキットプラスをお買い上げいただき誠にありがとうございます。

　取付けは必ず専門業者に依頼し、取付け終了後は本書に記載されている内容を守り安全にご使用ください。

● �HKS スーパーＳＱＶⅣは、ターボチャージャー車のスロットルバルブ急閉時にチャンバパイプ内に発生する余剰空気を制御す

る部品です。

　�バルブ作動時にチャンバパイプの空気が抜ける音がしますが異常ではありません。また車種・仕様によって音質・音量が異な

りますのであらかじめ御了承ください。

本書は取付けを行う前に必ずお読みください。

日本国内では、ブローオフ吐出空気を大気開放する状態での取付けは省令に定める道路運送車両法に適合しません。

一般公道でのご使用は整備不良車運行で罰せられる事があります。

一般公道ではブローオフ吐出空気をサクションリターンさせてご使用ください。
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●電気ショートによる電装部品の破損及び焼損・火災を防止するために、次のことを守ってください。

　・バッテリのマイナス端子のターミナルを取外してから作業を行ってください。

　・コネクタを外すときは、断線しないようにコネクタを持って外してください。

●キットの構成部品をパーツリストに記載してあります。取付け前に異品、欠品の無いことを確認してください。

●�ノーマルパーツの取付け取外しはメーカー発行の整備要領書をよく読んでから行ってください。整備要領書がお手元にない

場合は、メーカーにてご購入ください。

●�本製品の取扱いは慎重に行ってください。落としたり、強いショックを与えないでください。取付け不良や故障の原因にな

ります。

●�ボルト、ナット類は適切な工具で確実に締付けてください。必要以上に締付けを行うと、ボルトのねじ部が破損します。

●�取付け作業のため、一時的に取外すノーマルパーツは破損又は紛失しないように保管してください。また、ノーマルパーツ

を取付ける際は、間違えて取付けないように取外す部品にはマーキングしてください。

本書では下記のような記号を使用し、お客様及び作業者への危険レベルを示しています。

作業者または使用者が傷害を負う危険が想定される場合（人損）

拡大物損の発生が想定される場合

（拡大物損とは、当該製造物が原因で誘発された物的損害［例えば、車両破損及び焼損］）

作業者または使用者が死亡、または重傷を負う可能性がある場合

●本製品の誤使用及び分解は絶対に行なわないでください。

　・誤使用及び分解したことにより、最悪の場合エンジンが壊れる恐れがあります。

　・本来の性能を損なう恐れがあります。

●�作業を始める前にエンジンルーム内の温度が約 40℃位 (手で触れて熱くない程度 )に下がっていることを確

認してください。

　・火傷する恐れがあります。

●パイプ等に異物が入らないようにウエス等をかけておいてください。

　・異物がエンジンに入りエンジンが破損する恐れがあります。
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No 品名 数 形状 備考 No 品名 数 形状 備考 No 品名 数 形状 備考

1
ブローオフ

アッセンブリ
1 9 ボルト 1 M6-18 17 エアフィルタ 1

2 ステー 1 10 ボルト 2 M6-15 18 ゴムキャップ 1 φ 22

3
ソレノイド

ステー
1 11 ボルト 2 M6-12 19 ゴムキャップ 1 φ 4

4
ジョイント

ホース
1 12

プレーン

ワッシャ
4 M6 20 タイラップ 5

5
リターン

ホース
1 13 ナット 2

M6

L=20
21

リターン

ニップル
1

6 ホースバンド 1 #32 14 カラー 1 黒 22
プロテクト

チューブ
1

7 ホースバンド 4 #16 15 カラー 2 銀 23 取扱説明書 1

8 ボルト 3 M6-70 16 ホース 1
φ 4

L=500

１．ノーマルパーツ取外し

取付け、取外し作業を行う際には、パイプ・ホース類に異物

が入らないようにしてください。

(1) バッテリのマイナス端子（−）からケーブルターミナルを取外してください。

(2) ホースクランプを緩め、エアバイパスホース、エアバイパスバルブを取外してください。

 （エアバイパスバルブは接続されている作動用ホースごと取外してください。）（図１）

(3) �ボルトを外し、エアバイパスバルブブラケットを取外し

てください。（図２）

エアバイパスバルブ

作動用ホース

Ａ部

Ｂ部

エアバイパスバルブ

エアバイパスホース

エアバイパスバルブ

ブラケット

図 1

図 2
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 ２．キットパーツの取付け

(2) �ホースを抜いたチャンバパイプのニップルＡ部にφ 4 ゴ

ムキャップを取付けてください。（図４）

(1) �プロテクトチューブを切断し、図３のホースに巻き付けてタイラップで固定してください。（図３）

(3) �チャンバパイプ下側のホースクランプをゆるめて外し、

キットパーツのホースバンド #32 に入れ替えてください。

（図５）

 �その際、締付け部が図５右側に位置するように場所を調

整してください。

 �HKS パイピングキットが装着されている車両も、締付け

部の位置を調整してください。

(4) �ソレノイドバルブをブラケットごと取外してください。

 ホース・コネクタを取外す必要はありません。（図６）

(5) �ナットを外し、ソレノイドバルブをブラケットから取外

してください。（図６）（ナットは再使用します）

Ａ部

Ｄ部

Ｃ部

図 4

図 5

図 6

チャンバパイプ
ホースクランプ

プロテクトチューブ

を切断します

図 3

ホース
プロテクトチューブ

2022 年 9 月以降の車両のみ

2022 年 9 月以降の車両のみ ソレノイドバルブ

ブラケット

ナット
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(6) �純正ブラケットを取外した箇所にキットパーツのボルト M6-12 でソレノイドステーを取付けた後、純正ナットを使用して

ソレノイドバルブを固定してください。（図７）

図 7

図 8

2022 年 9 月以降の車両のみ

(7) �Ｅ部、Ｆ部、Ｇ部のボルト／ナットを外してください。

 （図８）

Ｅ部Ｆ部

Ｇ部

(8) �ステーを取付けてください。（図８、図９）

 車両年式により取付方法が異なります。

図 9

Ｅ部 Ｅ部
Ｆ部 Ｆ部Ｇ部 Ｇ部

2 28 8
10

8

10
8

12 12

12 12

13 15

14 14

12 12

13 15

 2. ステー

 8. ボルト　M6-70

 10. ボルト　M6-15

 12. プレーンワッシャ　M6

 13. ナット　M6

 14. カラー（黒）

 15. カラー（銀）

ソレノイドステー

ボルト　M6-12
ナット

ソレノイドバルブ

ソレノイドステー
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ブローオフバルブはインテークマニホルド圧で作動させてください。

(11) �キットパーツを使用してブローオフバルブ作動用の配管を行なってください。

 �φ 4 ホースは適当な長さに (ある程度余裕を持たせて )切って使用してください。（図１１）

(10) キットパーツを仮付けしてください。（図４、図１１）

Ａ部

Ｄ部

Ｃ部

1

4

1716

7

7

18

7

19

16
図１

Ｂ部へ

図 11

ブローオフアッセンブリから吐出される空気を大気解放させる場合

(9) �ステーにブローオフアッセンブリを仮付けしてください。

（図１０）

図 10

ステー

プレーンワッシャ M6

ボルト M6-18

ブローオフ

アッセンブリ

●ブローオフアッセンブリから吐出される空気をサクションリターンさせる場合は 8ページに進んでください。

 1. ブローオフアッセンブリ

 2. ステー

 4. ジョイントホース

 7. ホースバンド　#16

 16. ホース　φ 4

 17. エアフィルタ

 18. ゴムキャップ　φ 22

 19. ゴムキャップ　φ 4
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(12) �ブローオフアッセンブリのニップル部に取付けたホース

φ 4をタイラップで縛り、固定してください。

 （図１１、図１２）

　ブローオフアッセンブリを取外す時など、ホースφ 4 をブ

ローオフアッセンブリから抜く際は、タイラップを外した後、

一度ホースφ 4 を切断し切り込みを入れてから取外してくだ

さい。（図１２）

　ホースφ 4 を引っ張ったり、プライヤー等でこじって抜か

ないでください。

　ブローオフアッセンブリが破損する恐れがあります。

ブローオフ

アッセンブリ

ホースφ４

タイラップ

(13) �ブローオフアッセンブリやステーがボディなどと干渉し

ない様位置を決め、ホースバンド・ボルトを本締めして

ください。（図１３）

(14) �ホースφ 4 を純正ホースにタイラップで固定してくださ

い。（図１４）

 その際ホースが潰れないようにしてください。

(15) �バッテリのマイナス端子（−）にケーブルターミナルを

取付けてください。

図 12

図 13

図 14

ホースφ 4

⇒ 11ページに進んでください。
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1. �右図の矢印で示す4本のボルトを外し、ファンネルを取外し
てください。

ブローオフアッセンブリから吐出される空気をサクションリターンさせる場合

(9) �ブローオフアッセンブリのトリプルフィンをリターンニッ

プルに交換してください。（図１５）

図 15

2. �ファンネルを取外すとフィンを取外すことができます。

3. �逆の手順でリターン用ニップルを取付け、ファンネルをボル

ト(再使用)で再度固定してください。

 （締付けトルク：0.8N･m {0.082kgf･m }）

他の 4 本は本体固定用ですので外さないでくだ

さい。

(10) �ステーにブローオフアッセンブリを仮付けしてください。

（図１６）

図 16

ステー

プレーンワッシャ M6

ボルト M6-18

ブローオフ

アッセンブリ
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ブローオフ

アッセンブリ

ホースφ４

タイラップ

(11) キットパーツを仮付けしてください。（図４、図１７）

Ａ部

Ｄ部

Ｃ部

1

4

1716

7

7

5

7

19

16

7

図１

Ｂ部へ

図 17

ブローオフバルブはインテークマニホルド圧

で作動させてください。

(12) �キットパーツを使用してブローオフバルブ作動用の配管

を行なってください。

 �φ 4 ホースは適当な長さに ( ある程度余裕を持たせて )

切って使用してください。（図１７）

(13) �ブローオフアッセンブリのニップル部に取付けたホース

φ 4をタイラップで縛り、固定してください。

 （図１７、図１８）

　ブローオフアッセンブリを取外す時など、ホースφ 4 をブ

ローオフアッセンブリから抜く際は、タイラップを外した後、

一度ホースφ 4 を切断し切り込みを入れてから取外してくだ

さい。（図１８）

　ホースφ 4 を引っ張ったり、プライヤー等でこじって抜か

ないでください。

　ブローオフアッセンブリが破損する恐れがあります。

図 18

 1. ブローオフアッセンブリ

 2. ステー

 4. ジョイントホース

 5. リターンホース

 7. ホースバンド　#16

 16. ホース　φ 4

 17. エアフィルタ

 19. ゴムキャップ　φ 4

(14) �ブローオフアッセンブリやステーがボディなどと干渉し

ない様位置を決め、ホースバンド・ボルトを本締めして

ください。（図１９）

図 19
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(15) �ホースφ 4 を純正ホースにタイラップで固定してくださ

い。（図２０）

 その際ホースが潰れないようにしてください。

(16) �バッテリのマイナス端子（−）にケーブルターミナルを

取付けてください。

⇒ 11ページに進んでください。

図 20

ホースφ 4



11 71008-AD011_3-1.05

エンジン始動前の確認

確認項目 確認

パイプ・ホース等の配管が間違っていないか

バッテリのマイナス端子にケーブルターミナル

が確実に取付けられているか

ホースバンドが確実に締まっているか

ボルト・ナット類の締め忘れはないか

取付けた部品が他の部品と干渉していないか

エンジン始動後の確認

確認項目 確認

各部からエア漏れがないか

軽く 2,3 度空吹かしを行いブローオフアッセン

ブリが作動しているか

部品による干渉音はないか

アイドリング状態に異常はないか

エンジンを停止し、ボルトが緩んでいないか

（再度取付部の締付け確認）

快適に運転していただくために、お車を運転する前には必ず日常点検を行ってください。

●安全な整備はドライバーの責任です。必ず実施してください。

●ユーザーマニュアルに記載されている事項以外は専門業者に依頼してください。

●スーパーＳＱＶⅣの性能を維持するため、エアフィルタの交換は定期的に行ってください。

　(交換の目安 )3,000 〜 5,000km または 3ヶ月〜 6ヶ月

　但し、使用方法及び環境により条件が異なりますので汚れ具合によっては早めの交換をおすすめします。

　交換エアフィルタは別売りです。　 　 品名　スーパーＳＱＶ交換フィルター

●故障等の修理はお客様ご自身では絶対に対処せず、必ず専門業者に依頼してください。

●走行中、異音・異臭・振動等の異変があった場合には、ユーザーマニュアルに従って対処してください。

●本製品を譲られる時は、必ず次のオーナーのために取扱説明書をお渡しください。

●本製品をお車から取外す際には、必ず専門業者に依頼してください。

本製品に関するお問い合わせは、専門業者またはお買上の販売店までお問い合わせください。

本書の記載内容は、予告無しに変更することがありますのであらかじめご了承ください。
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